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〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

佐
久
間
象
山
「
望
岳
賦
」
碑
と
妙
法
寺
参
詣
道
の
変
遷

寺
田
史
朗

は
じ
め
に

　

新
宿
駅
か
ら
西
へ
八
㎞
行
っ
た
青
梅
街
道
と
環
状
七
号
線
と
の
交
差
点

の
手
前
に
、
面
積
二
万
七
千
㎡
に
及
ぶ
杉
並
区
立
蚕
糸
の
森
公
園
が
あ

る
。「
蚕
糸
の
森
」
と
い
う
の
は
、
近
代
日
本
を
支
え
た
輸
出
商
品
の
一

つ
で
あ
る
繭
糸
の
安
定
的
な
供
給
を
め
ざ
し
、
蚕
種
の
統
一
を
図
る
た
め

農
商
務
省
が
明
治
四
十
四
年
に
こ
の
地
に
原
蚕
種
製
造
所
（
の
ち
、
蚕
業

試
験
場
、
蚕
糸
試
験
場
）
を
設
立
し
た
こ
と
に
因
む
。
蚕
糸
試
験
場
は
昭

和
五
十
五
年
に
筑
波
研
究
学
園
都
市
へ
移
転
し
、
そ
の
跡
地
に
隣
接
の
小

学
校
と
一
体
的
な
防
災
機
能
を
備
え
た
都
市
公
園
と
し
て
蚕
糸
の
森
公
園

が
開
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
蚕
糸
の
森
公
園
の
正
門
西
側
に
は
幅
四
、
八
ｍ
の
道
が
あ
り
、
青

梅
街
道
か
ら
こ
の
道
へ
の
入
口
に
は
杉
並
区
の
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
高
さ
六
ｍ
ほ
ど
の
一
対
の
大
き
な
青
銅
製
の
燈
籠
が
建
っ
て

い
る
。
こ
の
燈
籠
に
つ
い
て
地
元
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
蚕
糸
試
験
場
の
旧
所
有
者
は
、
中
野
区
の
宝
仙
寺
前
で
、
陸
軍
省

へ
軍
馬
の
ま
ぐ
さ
を
納
め
て
い
た
叶
屋
・
関
口
兵
蔵
氏
で
、
明
治
三

十
年
頃
、
こ
の
地
に
関
香
園
と
い
う
料
理
店
を
開
い
て
い
ま
し
た
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が
、
同
四
十
四
年
に
国
へ
、
公
簿
面
積
一
〇
、
八
八
五
坪
の
土
地
を

六
二
、
〇
〇
〇
円
で
売
り
渡
し
て
い
ま
す
。
関
口
氏
は
、
熱
烈
な
妙

法
寺
の
信
者
で
、
参
詣
者
の
た
め
に
私
財
を
投
じ
、
独
力
で
、
明
治

二
十
九
年
に
中
野
駅
か
ら
妙
法
寺
の
門
前
ま
で
の
ア
ゼ
道
や
農
道
を

直
線
に
直
し
、
一
、
五
〇
〇
坪
の
土
地
を
買
収
し
て
、
道
幅
四
間

（
七
・
二
メ
ー
ト
ル
）
の
道
路
作
り
に
着
手
し
、
三
十
六
年
に
延
長

二
キ
ロ
の
〝
堀
之
内
新
道
〟
を
完
成
し
ま
し
た
。
蚕
糸
試
験
場
西
側

の
道
は
、
道
の
両
側
に
桜
並
木
が
植
え
ら
れ
た
の
で
、
特
に
〝
桜
新

道
〟
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。」「
中
野
駅
か
ら
の
堀
之
内
新
道
は
、
現
在

の
東
高
円
寺
駅
通
り
商
店
街
の
通
り
で
、
青
梅
街
道
へ
の
出
口
は
、

高
円
寺
南
一
丁
目
六
番
の
共
栄
会
市
場
で
す
。
そ
の
た
め
桜
新
道
と

は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
喰
い
違
い
が
で
き
ま
し
た
。
参
詣
人
が

青
梅
街
道
に
出
て
、
ま
ご
つ
か
な
い
よ
う
に
と
、
新
道
沿
い
に
桜
の

木
を
植
え
、
街
道
の
南
口
（
桜
新
道
の
入
口
）
に
『
妙
法
寺
参
道
』

と
記
し
た
木
製
の
常
夜
燈
を
建
て
て
参
詣
人
へ
の
目
印
に
し
ま
し

た
。」「
明
治
四
十
三
年
八
月
に
花
柳
界
の
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
、

木
製
の
常
夜
燈
を
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
青
銅
製
の
大
燈
籠
に
建
て
替

え
ま
し
た
。」「
東
側
の
大
燈
籠
は
、
四
十
三
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
寄
進
し
た
料
理
屋
、
待
合
、
芸
者
置
屋
な
ど
の
屋
号
、
氏
名
が

八
三
名
分
陽
刻
し
て
あ
り
、
西
側
の
大
燈
籠
は
、
大
正
十
二
年
の
大

震
災
に
倒
壊
し
、
改
鋳
し
た
も
の
で
、『
明
治
三
十
六
年
八
月
創

設
、
仝
四
十
三
年
八
月
青
銅
改
造
、
大
正
十
四
年
大
震
災
倒
壊
改

鋳
』
の
建
設
経
過
及
び
七
七
名
の
寄
進
者
名
が
陽
刻
し
て
あ
り
ま

す（
１
）。」一

、
妙
法
寺
参
詣
道
と
大
燈
籠

　

妙
法
寺
は
江
戸
初
期
に
真
言
宗
か
ら
改
宗
し
て
開
創
さ
れ
た
日
円
山
と

号
す
る
日
蓮
宗
寺
院
で
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
幕
府
の
不
受
不

施
派
弾
圧
で
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
碑
文
谷
の
法
華
寺
か
ら
、
日
朗
作
の
日
蓮

像
が
齎
さ
れ
（
阿
佐
ヶ
谷
、
相
澤
家
文
書
に
よ
れ
ば
元
禄
八
年
〔
一
六
八

七
年
〕、『
遊
歴
雑
記
』
に
よ
れ
ば
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
七
二（

２
））

と
言

わ
れ
る
）、
以
降
江
戸
の
西
郊
寺
院
と
し
て
は
珍
し
い
隆
盛
を
極
め
、
将

軍
家
の
御
成
り
や
広
重
の
浮
世
絵
、
落
語
の
題
材
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
上
下
の
信
仰
を
集
め
「
参
詣
群
集
す
る
こ
と
浅
草
の
観
世
音

に
並
べ
り（

３
）」

と
い
わ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
の
参
詣
者
は
主
に
青
梅
街
道
を
西
下
し
、
中
野
の
鍋
屋
横
丁

か
ら
南
に
分
か
れ
、
野
道
を
た
ど
り
妙
法
寺
門
前
へ
と
辿
っ
て
い
た
が
、

明
治
二
十
二
年
に
甲
武
鉄
道
（
現
中
央
線
）
が
新
宿
、
立
川
間
に
開
通

し
、
中
野
駅
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
参
詣
道
も
変
遷
し
た
と
い
わ
れ
て
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い
る
。

　

江
戸
時
代
の
参
詣
道
は
妙
法
寺
の
門
前
ば
か
り
で
は
な
く
、
遠
く
新
宿

の
「
鳴
子
、
淀
橋
、
中
野
辺
は
民
戸
ば
か
り
の
地
な
り
し
が
、
近
世
次
第

に
繁
昌
に
随
い
て
、
民
家
は
変
じ
て
水
茶
屋
、
料
理
茶
屋
、
酒
肴
の
肆
店

軒
を
つ
ら
ね（

４
）」

と
、
参
詣
者
を
相
手
と
し
た
水
茶
屋
な
ど
が
開
か
れ
、
淀

橋
に
は
、
七
つ
道
具
を
背
負
っ
た
弁
慶
像
を
店
先
に
設
置
し
、
弁
慶
飴
と

言
わ
れ
た
和
菓
子
屋
弁
慶
屋
や
、
鍋
屋
横
丁
に
は
そ
の
名
の
由
来
と
な
っ

た
茶
屋
・
鍋
屋
が
あ
り
、
妙
法
寺
近
く
に
は
堀
之
内
名
物
と
い
わ
れ
た

〝
の
っ
ぺ
い
汁
〟
を
出
す
信
楽
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
繁
盛
ぶ
り
は
、「
此

し
が
ら
き
誠
に
大
流
行
に
て
大
賑
合
也
、
凡
人
数
な
ど
か
ぞ
へ
見
し
に
、

三
百
七
拾
人
程
有
し
な
り（

５
）」

と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

近
代
に
入
り
甲
武
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
關
口
兵
藏
が
開
設
し
た
新
参
詣

道
は
、
中
野
駅
か
ら
青
梅
街
道
ま
で
を
第
一
新
道
、
街
道
か
ら
妙
法
寺
ま

で
は
第
二
新
道
と
呼
ば
れ
、
そ
の
第
一
新
道
の
途
中
に
は
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
に
村
民
持
の
稲
荷
社（

６
）と

記
さ
れ
て
い
る
田
中
稲
荷
神
社
が
あ

る
。
こ
の
神
社
の
境
内
に
は
新
道
を
開
設
し
た
關
口
を
顕
彰
し
た
「
故
關

口
兵
藏
翁
開
道
記
念
碑
」
が
あ
り
、
そ
の
碑
陰
に
は
次
の
よ
う
な
銘
文
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

「
夫
博
愛
及
衆
炳
乎
聖
敕
矣
關
口
兵
藏
翁
其
庶
幾
乎
翁
在
明
治
中
甲

武
鐡
道
巳

（
マ
マ
）通

也
出
私
財
闢
中
野
驛
至
妙
法
寺
之
新
道
妙
法
寺
者
四

方
所
拜
禮
法
華
宗
大
寺
程
可
一
里
横
貫
青
梅
街
道
乙
丑
四
月
街
道
以

南
竣
功
以
北
之
成
在
其
後
年
既
成
而
人
便
之
而
事
屬
四
十
年
前
不
啻

翁
墓
木
巳

（
マ
マ
）拱

今
欲
問
其
詳
而
遺
老
盡
矣
」「
昭
和
三
年
歳
在
戊
辰
十

月
中
澣　

信
濃　

武
居
好
典
譔
并
書
」

　

こ
の
碑
に
よ
れ
ば
、「
乙
丑
四
月
街
道
以
南
竣
功
」
し
、「
以
北
之
成
在

其
後
年
」
と
、
第
二
新
道
が
先
に
開
通
し
た
と
し
て
い
る
。

　

第
二
新
道
の
入
口
は
青
梅
街
道
で
二
〇
〇
ｍ
喰
い
違
っ
て
い
た
た
め
先

の
大
燈
籠
が
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

燈
籠
竿
上
部
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
銘
板
に
よ
り
明
治
三
十
六
年
八
月

に
創
設
さ
れ
、
同
四
十
三
年
八
月
に
青
銅
製
に
改
造
さ
れ
、
更
に
大
正
十

二
年
の
大
震
災
で
倒
壊
し
た
た
め
、
十
四
年
に
改
鋳
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
山
下
重
民
編
『
東
京
近
郊
名
所
図
会
』（
以
下
『
図
会
』）

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

堀
之
内
第
二
新
道
入
口
は
南
に
在
り
。
左
右
に
銅
製
の
大
燈
籠
を
建

つ
。
明
治
三
十
六
年
之
創
設
今
既
傾
斜
因
新
作
レ
之
奉
獻
焉
と
銘

し
。
傍
に
明
治
四
十
一
年
十
月
十
三
日
十
代
目
彌
五
郞
昌
睛
。
門
人
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製
造
人
古
澤
松
五
郞
と
榜
示
す（

７
）。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
六
年
の
創
設
後
、
同
四
十
一
年
に
は
既
に

傾
斜
し
て
き
て
お
り
、
同
年
に
新
作
さ
れ
た
と
し
て
お
り
、
先
の
銘
板
と

合
わ
せ
れ
ば
更
に
四
十
三
年
、
大
正
十
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
改
鋳
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
燈
籠
は
平
成
四
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
全
面
解
体
修
理

が
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
に
元
づ
く
考
察
に
よ
れ
ば
、
東
西
そ
れ
ぞ
れ
の
竿

部
か
ら
半
田
を
充
填
し
た
「
明
治
四
十
三
年
八
月
吉
辰
建
之
」
と
刻
ま
れ

た
銘
文
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
や
、
明
ら
か
な
後
補
材
と
識
別
で
き
る
も
の

が
見
当
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
震
災
に
起
因
す
る
改
鋳
に
類
す
る
大
き
な
補

修
も
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
現
在
の
も
の
は
明
治
四
十
三
年
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る（

８
）。

二
、
佐
久
間
象
山
「
望
岳
賦
碑
」

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
図
会
』
に
は
先
述
の
記
述
の
先
に
、

南
行
二
三
丁
右
に
池
あ
り
。
其
の
南
方
に
佐
久
間
象
山
が
自
ら
書
せ

し
望
岳
賦
の
巨
碑
を
建
つ
。
落
款
に
は
象
山
平
子
明
義
と
あ
り
。
其

の
背
に
左
の
如
く
鐫
す
。
明
治
二
十
三
年
四
月　

義
弟　

村
上
政
信

建　
　

遠
近
の
山
は
霞
に
う
つ
も
れ
て
く
も
ゐ
に
の
こ
る
ふ
し
の
白

雪　
　

醉
櫻（

９
）　

　

　

と
、
こ
の
大
燈
籠
の
南
、
二
～
三
〇
〇
ｍ
先
に
池
が
あ
り
、
そ
の
傍
ら

に
佐
久
間
象
山
の
「
望
岳
賦
」
を
刻
ん
だ
巨
碑
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

佐
久
間
象
山
の
「
望
岳
賦
」
は
、
象
山
が
江
戸
神
田
お
玉
池
に
私
塾
を
開

き
、
多
数
の
門
人
を
集
め
名
声
を
高
め
た
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
象

山
三
十
一
歳
の
作
と
い
わ
れ
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
詠
ま
れ
た

「
櫻
賦
」
と
と
も
に
象
山
二
大
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
碑
は
現
在
象
山
の
生
ま
れ
故
郷
長
野
市
松
代
町
に
あ
る
象
山
神
社

に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
同
神
社
奉
賛
会
編
集
の
「
解
説
書
」
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
象
山
先
生
の
義
弟
村
上
誠
之（

マ
マ
）亟

政
信

が
当
時
の
居
住
地
東
京
富
士
見
台
（
中
野
区（

マ
マ
）称

生
町（

マ
マ
）に

象
山
先
生
真

筆
の
望
岳
賦
の
碑
を
建
て
た
。
そ
の
後
こ
の
碑
は
旧
地
主
浅
田
政
吉

氏
の
手
に
渡
り
、
戦
後
は
ま
た
進
駐
軍
の
管
理
下
に
移
り
、
更
に

転
々
と
し
て
行
方
不
明
の
ま
ゝ
永
く
『
ま
ぼ
ろ
し
の
碑
』
と
し
て
今

日
に
至
っ
た
。
た
ま
た
ま
昨
年
昭
和
四
十
七
年
の
夏
、
東
京
杉
並
の



佐久間象山「望岳賦」碑と妙法寺参詣道の変遷─ 23 ─

郷
土
史
家
森
泰
樹
氏
が
、
江
戸
時
代
の
鷹
匠
研
究
の
た
め
、
高
円
寺

一
帯
の
お
鷹
場
遺
蹟
を
調
査
中
、
一
般
人
立
ち
入
り
禁
止
の
東
京
都

杉
並
区
高
円
寺
南
五
─一
カ
ト
リ
ッ
ク
、
メ
ル
セ
ス
会
修
道
院
の
庭

内
に
、
特
に
立
ち
入
り
を
許
さ
れ
、
そ
こ
に
倒
れ
て
い
た
一
大
碑
石

を
発
見
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
象
山
先
生
の
望
岳
賦
で
あ
る
の

で
、
森
氏
は
さ
っ
そ
く
右
の
次
第
を
象
山
神
社
に
報
告
さ
れ
た
。

拠
っ
て
神
社
側
よ
り
代
表
者
が
上
京
し
て
、
こ
れ
を
譲
り
受
け
、
本

年
（
昭
和
四
十
八
年
）
二
月
碑
石
を
松
代
へ
奉
迎
し
、
象
山
神
社
境

内
に
再
建
す
る
こ
と
と
な
っ
た）

（1
（

。

　

村
上
誠
之
丞
は
、
も
と
松
代
藩
士
で
、「
名
は
政
信
。
有
華
廼
舎
と
号

し
た
。
初
め
雨
宮
左
京
と
云
つ
た
が
中
年
の
頃
先
生
の
義
弟
と
し
て
幕
臣

村
上
家
を
嗣
ぎ
、
大
番
衆
勤
仕
を
な
し
、
更
に
蕃
書
調
所
に
勤
仕
す
る
に

至
つ
た
。
而
し
て
時
事
を
探
索
し
て
数
々
之
を
先
生
に
報
告
し
、
且
つ
洋

書
を
購
入
す
る
斡
旋
に
努
め）

（（
（

」
た
人
物
で
、
安
政
三
年
よ
り
開
成
所
句
読

教
授
な
ど
を
勤
め
た）

（1
（

。

　

ま
た
、
象
山
は
「
蟄
居
中
最
も
読
書
を
楽
ま
れ
た
。
就
中
好
ん
で
洋
書

を
読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
洋
書
は
実
に
得
難
い
も
の
で
あ
つ
た
が
、

先
生
は
勝
海
舟
と
村
上
誠
之
丞
の
斡
旋
に
依
り
、
比
較
的
容
易
に
之
れ
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
起
た
の
で
あ
る）

（1
（

。」
と
象
山
の
知
識
形
成
や
情

報
、
人
脈
に
は
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
碑
は
「
高
さ
四
米
、
幅
一
・
五
米
、
厚
さ
五
〇
糎
の
秩
父
石
」

（
同
書
）
と
い
う
巨
碑
で
、
大
正
六
年
発
行
の
陸
地
測
量
部
一
万
分
の
一

地
形
図
「
中
野
」
に
は
こ
の
碑
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
記
念
碑
地

図
記
号
が
現
在
の
環
七
と
眞
盛
寺
門
前
あ
た
り
の
池
畔
に
記
さ
れ
て
い

る）
（1
（

。

　

神
社
発
行
の
解
説
に
出
て
く
る
森
泰
樹
氏
と
は
、
富
山
県
の
出
身
な
が

ら
、
第
二
の
人
生
を
杉
並
の
郷
土
史
解
明
に
捧
げ
ら
れ
、
地
元
古
老
か
ら

沢
山
の
聞
書
き
を
残
さ
れ
た
郷
土
史
家
で
、
杉
並
郷
土
史
会
会
長
を
長
く

務
め
ら
れ
た
。

　

杉
並
区
の
周
辺
は
江
戸
時
代
、
将
軍
の
鷹
場
の
一
つ
「
中
野
筋
」
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
筋
の
鳥
見
役
宅
は
高
円
寺
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
位

置
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
調
査
の
過
程
で
、
役
宅
の
あ
っ
た
可

能
性
の
高
い
こ
の
場
所
を
特
定
し
、
修
道
院
へ
の
訪
問
と
な
っ
た
。

「
庭
内
に
手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
な
遺
物
、
石
碑
が
な
い
か
と
尋
ね

ま
す
と
『
裏
山
に
大
き
な
石
碑
が
転
が
っ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
』
と
の
返
事
に
、
思
わ
ず
『
本
当
で
す
か
』
と
歓
声
を

挙
げ
ま
し
た
。
私
の
余
り
の
喜
び
よ
う
に
、
シ
ス
タ
ー
が
つ
ら
れ
て

庭
木
戸
に
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
女
人
の
館
と
言
う
こ
と
も
、
足
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の
神
経
痛
も
忘
れ
て
走
っ
て
石
碑
を
さ
が
し
も
と
め
ま
し
た
。
西
側

の
塀
ぎ
わ
に
大
き
な
石
碑
が
寝
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。」「
国
会
図
書

館
で
佐
久
間
象
山
に
関
す
る
本
を
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
石
碑

は
、
明
治
二
十
三
年
に
象
山
の
義
弟
村
上
政
信
氏
が
、
石
工
下
田
嘉

成
氏
に
作
ら
せ
て
、
中
野
富
士
見
町
（
現
在
の
弥
生
町
五
丁
目
）
の

自
邸
に
建
立
し
た
も
の
を
（
註
２
）
大
正
初
年
に
同
邸
を
買
受
け
た

浅
田
政
吉
氏
が
別
荘
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
移
し
た
も
の
で
、
探
し
求

め
て
い
た
鳥
見
役
宅
と
は
、
直
接
関
係
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。」「
註
２
：
大
正
５
年
発
行
の
『
東
京
府
豊
多
摩
郡
誌
』
の
妙
法

寺
の
項
に
『
妙
法
寺
第
二
新
道
（
現
在
の
蚕
糸
試
験
場
西
側
の
道
）

の
両
側
桜
樹
の
間
を
行
く
こ
と
二
、
三
丁
、
右
に
佐
久
間
象
山
が
も

の
せ
し
「
望
岳
賦
」
の
大
碑
を
見
つ
つ
云
々
』
と
、
記
さ
れ
て
あ
り

ま
す
が
、
土
地
の
古
老
は
関
心
が
な
か
っ
た
せ
い
か
、
誰
も
見
た
こ

と
が
な
い
と
の
事
で
す
。
郡
誌
の
記
述
通
り
で
す
と
浅
田
氏
別
荘
に

移
さ
れ
た
の
は
大
正
末
年
に
な
り
ま
す）

（1
（

。」

三
、「
望
岳
賦
碑
」
の
転
変
と
村
上
政
信
の
住
所

　

森
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
村
上
が
中
野
富
士
見
町
の
自
邸
に
碑
を
建
立

し
、
そ
の
土
地
を
譲
り
受
け
た
中
野
の
豪
商
淺
田
政
吉
が
大
正
初
年
に
別

荘
で
あ
っ
た
発
見
地
に
移
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
碑
の
移
設
時
期
に

つ
い
て
は
、『
豊
多
摩
郡
誌
』
を
引
用
し
て
大
正
末
年
で
あ
る
可
能
性
も

示
唆
し
て
い
る
も
の
の
、
大
正
初
期
と
し
た
根
拠
は
何
も
記
し
て
い
な

い
。

　

ま
た
、
森
の
「
註
２
」
や
註
36
で
引
用
す
る
保
科
に
よ
れ
ば
、
地
域
住

民
で
こ
の
碑
の
存
在
を
記
憶
し
て
い
る
者
は
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
蚕
糸
試
験
場
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
書
道
史
家
で
あ
る
中
西
慶
爾

は
「
わ
た
く
し
は
朝
夕
の
散
歩
に
よ
く
そ
の
基
石
に
腰
か
け
て
煙
草
を

喫
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
馴
れ
る
と
か
く
べ
つ
の
興
味
も
な
く
、

そ
の
ま
ま
忘
れ
て
い
た
が
、
今
は
な
い
。」「
飛
鳥
山
の
『
桜
花
賦
碑
』
信

州
の
『
力
士
雷
電
碑
』
は
有
名
で
、
こ
れ
を
加
え
て
三
部
作
を
成
す
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
を
思
う
と
、
東
京
都
は
大
魚
を
逸
し
た
と
の
感
が
強
い）

（1
（

。」

と
、
日
頃
か
ら
現
場
で
碑
を
見
て
い
た
と
記
し
て
お
り
書
道
史
家
と
し
て

の
感
慨
も
記
し
て
い
る
。

　

文
中
「
国
会
図
書
館
で
佐
久
間
象
山
に
関
す
る
本
を
調
べ
ま
し
た
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る

「
森
泰
樹
寄
贈
資
料）

（1
（

」
中
に
、
こ
の
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
コ
ピ
ー
が

存
在
し
て
お
り
、
国
会
図
書
館
で
閲
覧
し
た
資
料
は
佐
久
間
象
山
研
究
家

の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
る
宮
本
仲
の
『
佐
久
間
象
山
』
と
思
わ
れ
る
（
但

し
、
コ
ピ
ー
に
は
出
典
を
記
す
刊
記
等
が
な
い
が
、
文
面
、
頁
か
ら
当
該
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書
と
考
え
ら
れ
る
）。

　

宮
本
の
『
佐
久
間
象
山
』
に
は
、

明
治
廿
三
年
の
秋
先
生
の
義
弟
村
上
政
信
（
誠
之
丞
）
は
東
京
府
下

角
筈
富
士
見
臺
に
此
賦
を
刻
し
た
る
碑
を
建
て
た
。
富
士
見
臺
と
い

ふ
の
は
堀
ノ
内
妙
法
寺
の
附
近
に
し
て
大
正
時
代
の
末
期
淺
田
政
吉

氏
其
碑
の
存
在
す
る
土
地
を
買
收
し
、
次
い
で
杉
並
町
高
圓
寺
五
五

八
な
る
自
己
の
別
莊
内
に
移
し
以
て
今
日
に
至
つ
て
居
る）

（1
（

。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
移
設
の
年
代
は
大
正
末
期
と
明
記

さ
れ
て
お
り
、
森
の
記
述
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
問
題
な
の

は
、
こ
の
碑
の
建
立
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

森
の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
（
と
思
わ
れ
る
）
宮
本
の
こ
の
記
述

に
よ
れ
ば
、「
東
京
府
下
角
筈
富
士
見
臺
に
此
賦
を
刻
し
た
る
碑
を
建
て

た
。
富
士
見
臺
と
い
ふ
の
は
堀
ノ
内
妙
法
寺
の
附
近
に
し
て
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
森
の
記
述
で
は
「
中
野
富
士
見
町
（
現
在
の
弥
生
町
五
丁
目
）

の
自
邸
に
建
立
し
た
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
宮
本
の
記
述
は
、
以

後
の
象
山
研
究
で
典
拠
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
に
は
や
や
混
乱

し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、「
角
筈
富
士
見
臺
」
は
「
堀
ノ
内
妙
法
寺
の
附
近

に
し
て
」
と
、「
角
筈
」（
現
、
新
宿
区
）
と
「
妙
法
寺
附
近
」（
現
、
杉

並
区
）
を
同
一
視
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
気
付
い
た
森
は
、
妙
法
寺
の
近

く
に
「
富
士
見
台
」
を
探
し
、
中
野
区
の
富
士
見
町
を
推
定
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
自
邸
」
と
い
う
言
葉
も
宮
本
の
文
に
は
記

さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

で
は
、
宮
本
は
何
を
も
と
に
こ
の
記
述
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で

考
え
ら
れ
る
の
が
先
に
記
し
た
『
図
会
』
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
記
述

の
先
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

但
此
碑
は
寒
香
園
に
在
り
て
遙
か
に
富
士
山
に
對
し
て
立
し
も
の
に

て
廢
園
後
尚
ほ
孤
立
せ
し
が
。
其
の
地
買
收
の
約
成
り
し
に
因
り
近

頃
こ
ゝ
に
移
し
た
り
と
い
ふ
。
此
處
に
て
は
恐
ら
く
は
富
士
山
は
望

む
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し）

（1
（

。

と
大
燈
籠
か
ら
二
、
三
丁
南
に
立
っ
て
い
た
碑
は
元
は
、「
寒
香
園
に
在

り
て
遙
か
に
富
士
山
に
對
し
て
立
」
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
土
地
の
売
買
に
よ
り
、
こ
の
地
に
移
っ
て
き
た
の
だ
と
。

　

こ
こ
に
「
寒
香
園
」
と
あ
る
の
は
、
小
稿
の
最
初
に
蚕
糸
試
験
場
の
説

明
で
引
用
し
た
森
の
文
中
に
あ
っ
た
關
口
の
経
営
す
る
料
理
店
関
香
園
の

事
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
地
が
原
蚕
種
製
造
所
設
立
の
た
め
、
農
商
務
省
へ

売
却
さ
れ
た
た
め
、
近
頃
（『
図
会
』
の
発
行
年
は
明
治
四
十
四
年
九
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月
）
こ
の
場
所
（
現
在
の
環
七
、
眞
盛
寺
門
前
）
へ
移
っ
て
き
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
先
の
大
燈
籠
の
記
述
と
碑
の
記
述
に
挟
ま
れ

て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

沿
道
左
右
に
は
櫻
を
植
た
り
。
春
時
の
麗
景
想
ふ
べ
し
。
も
と
東
側

に
寒
香
園

0

0

0

と
い
へ
る
廣
き
梅
園
と
別
莊
あ
り
し
が
今
は
廢
絶
せ
り

（
今
十
二
叢
の
池
畔
に
在
る
寒
香
園
の
建
物
は
之
を
移
し
た
る
な
り）

11
（

）

　

重
要
な
の
は
、
こ
の
括
弧
内
の
記
述
で
あ
る
。
土
地
売
却
に
よ
り
そ
こ

に
立
っ
て
い
た
料
理
店
を
十
二
叢
に
移
し
た
と
い
う
。
十
二
叢
と
い
う
の

は
現
在
東
京
都
庁
の
西
側
、
新
宿
中
央
公
園
辺
り
に
あ
っ
た
江
戸
時
代
か

ら
の
名
所
地
で
、
以
前
は
大
き
な
池
が
あ
り
、
そ
の
池
畔
に
は
料
亭
が
並

ん
で
い
た
。
そ
の
一
つ
が
こ
こ
か
ら
移
し
た
寒
香
園
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
十
二
叢
に
あ
っ
た
の
は
「
寒
」
香
園
で
、
高
円

寺
に
あ
っ
た
の
は
「
関
」
香
園）

1（
（

で
あ
っ
た
が
、『
図
会
』
で
は
両
者
を

「
寒
香
園
」
と
表
記
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
一
般
的
に
は
有
名
で
あ
っ
た
十

二
叢
の
方
に
引
き
ず
ら
れ
、
十
二
叢
は
角
筈
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
角
筈
の

記
述
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
新
宿
中
央
公
園
周
辺
は
、
も
と
淀
橋
浄
水
場
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
浄
水
場
は
開
渠
式
の
玉
川
上
水
で
は
衛
生
状
況
が
悪
く
、
明
治
十
九

年
に
流
行
っ
た
コ
レ
ラ
が
要
因
と
な
っ
て
西
洋
の
水
道
技
術
が
導
入
さ
れ

明
治
三
十
一
年
に
竣
工
し
た
。
そ
の
時
、
掘
削
し
た
土
壌
を
利
用
し
て
築

山
や
六
角
堂
や
展
望
台
が
作
ら
れ
、
こ
の
展
望
台
が
富
士
見
台
と
呼
ば
れ

て
い
た
。（
新
宿
区
立
中
央
公
園
の
中
に
も
こ
れ
を
継
承
し
た
富
士
見
台

が
設
け
ら
れ
て
い
る
）

　

富
士
見
台
等
に
つ
い
て
は
『
新
宿
文
化
絵
図
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

「
給
水
所
の
向
か
い
側
に
あ
る
の
が
「
富
士
見
台
」
で
す
。
上
水
場

の
濾
過
池
を
掘
っ
た
土
で
つ
く
ら
れ
た
標
高
四
五
メ
ー
ト
ル
の
こ
の

築
山
の
上
に
は
、
当
時
か
ら
六
角
堂
が
あ
り
」「
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
の
あ
た
り
は
江
戸
時
代
に
、
上
野
国
（
現
・
群
馬
県
）
館
林

藩
秋
元
家
の
下
屋
敷
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
に
は
『
寒
香

園
』
と
い
う
梅
園
が
あ
り
ま
し
た）

11
（

。」

　

こ
う
考
え
る
と
、
宮
本
の
記
述
は
、『
図
会
』
の
記
述
を
も
と
に
考
察

し
、
執
筆
当
時
の
状
況
に
合
わ
せ
て
敷
衍
し
た
が
、「
寒
香
園
」
の
誤
記

か
ら
混
乱
を
起
こ
し
、
十
二
叢
、
富
士
見
台
か
ら
角
筈
と
考
え
な
が
ら

も
、『
図
会
』
の
論
旨
と
辻
褄
を
あ
わ
せ
る
た
め
、
角
筈
は
堀
ノ
内
妙
法

寺
の
近
く
と
記
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
た
森
は
、
堀
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之
内
妙
法
寺
の
近
く
の
富
士
見
台
と
い
う
こ
と
か
ら
、
中
野
富
士
見
町
を

探
し
出
し
、
村
上
の
邸
宅
を
中
野
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
よ
り
も
先
、
昭
和
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
淀
橋
誌

考
』
に
は
、

「
象
山
望
岳
賦
碑
」
幕
末
の
偉
人
佐
久
間
啓
（
號
象
山
、
信
濃
の

産
）
の
義
弟
村
上
政
信
と
云
う
人
、
角
筈
字
新
町
三
丁
目
耕
雲
寺
西

隣
に
住
み
、
明
治
二
十
三
年
九
月
邸
側
に
、
象
山
望
岳
賦
竝
に
揮
毫

の
碑
を
建
つ
。
高
さ
一
丈
に
餘
り
幅
四
尺
五
寸
許
り
の
自
然
石
に
七

百
餘
文
字
を
鐫
せ
り
。
然
る
に
同
二
十
六
年
に
至
り
、
東
京
市
水
道

淨
水
塲
設
置
の
際
、
土
地
を
買
收
せ
ら
れ
、
同
時
に
碑
は
中
野
町
の

人
關
口
兵
藏
讓
受
け
、
和
田
堀
町
字
堀
之
内
新
道
な
る
、
眞
盛
寺
門

前
に
移
し
た
る
が
、
後
ま
た
中
野
町
淺
田
政
吉
の
有
と
な
り
、
今
字

圍
の
同
家
別
邸
内
に
在
り）

11
（

。

と
、
よ
り
具
体
的
に
村
上
の
居
所
を
記
し
て
い
る
が
、
耕
雲
寺
は
浄
水
場

の
南
（
西
新
宿
三
丁
目
二
十
番
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
南
側
）、
甲
州
街
道

に
面
し
て
あ
っ
た
が
戦
時
中
に
被
災
し
て
、
現
在
は
世
田
谷
区
砧
に
移
転

し
て
お
り）

11
（

、
浄
水
場
建
設
時
に
は
買
収
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
西
隣
り
に

於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
江
戸
時
代
に
は
館
林
藩
秋
元
家
抱

屋
敷
の
西
隣
の
百
姓
地
（
御
府
内
沿
革
図
書
・
釣
月
尼
抱
地）

11
（

）
に
あ
た

り
、
寒
香
園
近
く
で
あ
っ
た
た
め
（
あ
る
い
は
關
口
の
関
香
園
を
移
設
し

た
建
物
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
の
か
）
こ
の
場
所
を
想
定
し
た
も
の
か

と
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
、『
図
会
』
の
記
述
を
も
と
に
敷
衍
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
今
字
圍
」
と
し
て
い
る
の
は
杉
並
町
大
字
高

円
寺
字
下
屋
敷
が
正
し
い
。
ま
た
、
加
藤
の
編
纂
に
な
る
『
中
野
町
誌）

11
（

』

に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
で
は
村
上
の
邸
宅
を
角
筈
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
、『
図
会
』
の
碑
の
記
述
の
後
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

村
上
翁
は
余
の
知
人
に
て
余
家
の
向
側
三
軒
目
に
住
し
た
れ
ば
。

時
々
往
き
て
象
山
の
書
を
多
く
見
た
り
。
象
山
の
事
を
ば
「
修
理
が

〳
〵
」
と
話
さ
れ
た
り
。
こ
ゝ
に
刻
せ
し
は
翁
が
有
せ
し
も
の
と
知

れ
た
れ
ば
確
か
な
も
の
な
り）

11
（

。

　

ま
た
、
山
下
「
余
が
故
郷
の
昔
か
た
り　

四
谷
大
番
町
と
霞
岳
町
」
で

は
よ
り
詳
し
く
「
向
鄰
に
は
金
子
次
に
戸
田
、
次
に
村
上
の
諸
氏
、
南
鄰

ハ
高
橋
、
次
ハ
川
島
そ
の
他
に
て
あ
り
し
…）

11
（

」
と
村
上
は
著
者
山
下
の
隣

人
だ
と
記
し
て
い
る
。
山
下
は
、『
図
会
』
の
最
終
号
の
謹
告
の
終
尾
に
、
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讀
者
諸
君
に
し
て
御
注
意
幷
に
御
希
望
の
旨
あ
れ
ば
。
四
谷
區
大
番

町
三
拾
四
番
地
山
下
重
民
宛
に
て
直
ち
に
御
郵
信
あ
ら
む
こ
と
を
請

ふ）
11
（

。

と
現
在
の
新
宿
御
苑
東
側
（
新
宿
区
大
京
町
二
十
一
番
地
辺
り
）
に
住
ん

で
い
た
と
記
し
て
い
る
。

　

村
上
の
住
所
は
、
佐
久
間
家
の
法
事
記
録
等
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年

二
月
に
行
わ
れ
た
象
山
の
息
子
恪
二
郎
の
一
周
忌
法
事
香
典
返
し
名
簿
に

は
、「
四
谷
六（

マ
マ
）

間
町
三
番
地
」、
明
治
十
三
年
八
月
の
象
山
十
七
回
忌
香
典

返
し
名
簿
に
は
、「
四
谷
大
番
町
五
番
地
」、
明
治
二
十
二
年
三
月
の
象
山

「
贈
正
四
位
縁
故
贈
答
簿
」
に
は
「
四
谷
大
番
町
四
番
地）

11
（

」
と
記
さ
れ
、

山
下
の
記
述
と
地
図
上
の
位
置
関
係
（
現
、
大
京
町
二
十
番
地
辺
り
・
長

善
寺
の
西
側
）
に
も
矛
盾
は
な
い
。
ま
た
、
村
上
は
、
明
治
四
年
か
ら
五

年
に
か
け
て
、
第
三
大
区
の
副
戸
長
を
勤
め
た
記
録）

1（
（

が
あ
り
、
公
的
に
も

明
治
初
年
よ
り
こ
の
場
所
に
居
住
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

山
下
は
、「
回
顧
実
録
」
で

明
治
二
年
己
巳
に
は
、
府
内
を
朱
引
内
外
に
分
て
り
。
朱
引
内
は
、

今
の
市
内
に
て
、
朱
引
外
は
今
の
市
外
な
り
。
士
族
殊
に
世
話
掛
は

朱
引
内
に
居
住
す
べ
し
と
の
事
に
て
、
余
の
家
は
千
駄
ヶ
谷
十
軒
町

（
後
に
四
谷
区
に
編
入
し
て
霞
岳
町
と
唱
ふ
）
よ
り
四
谷
大
番
町
三

十
三
番
地
（
後
に
三
十
四
番
地
と
な
る
）
に
移
転
せ
り
。
こ
れ
は
旧

大
番
組
与
力
松
井
丈
五
郎
の
跡
に
て
、
丈
五
郎
は
既
に
駿
河
に
赴

き
、
独
り
留
ま
り
居
た
る
老
母
よ
り
長
屋
門
式
台
付
玄
関
あ
る
瓦
屋

を
ば
金
四
拾
両
に
て
買
ひ
求
め
ぬ
。
但
其
の
土
地
（
大
縄
地
に
て
三

百
坪
と
称
す
れ
ど
も
、
実
際
は
三
百
六
十
七
坪
程
あ
り
た
り
。
大
縄

地
と
は
初
め
大
番
組
の
も
の
一
隊
に
地
域
を
限
り
て
渡
し
た
る
を
、

組
の
者
協
議
し
て
与
力
は
凡
そ
三
百
坪
、
同
心
は
お
よ
そ
百
五
十
坪

と
し
て
分
割
配
布
し
た
る
も
の
な
り
）
は
過
半
を
賜
は
り
、
一
部
は

払
下
げ
た
り）

11
（

。

と
記
し
て
お
り
、
大
番
衆
で
あ
っ
た
村
上
は
以
前
か
ら
こ
こ
に
居
住
し
て

い
た
の
か
、
幕
臣
と
し
て
、
山
下
と
同
じ
境
遇
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら

な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
碑
の
建
立
さ
れ
た
明
治
二
十
三
年
、
そ
し
て
『
図
会
』
の

刊
行
さ
れ
た
同
四
十
四
年
ま
で
、
一
貫
し
て
村
上
の
邸
宅
は
四
谷
（
現
在

の
新
宿
区
大
京
町
）
で
あ
り
、
角
筈
・
中
野
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
認
さ

れ
る
。

　

な
ら
ば
、
最
初
に
建
立
さ
れ
た
場
所
は
ど
こ
か
。
そ
れ
は
、『
図
会
』

の
記
す
「
寒
」
香
園
、
現
在
の
蚕
糸
の
森
公
園
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
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は
、
森
の
『
杉
並
歴
史
探
訪）

11
（

』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
蚕
糸
試
験
場
企
画
室

保
科
巌
氏
執
筆
の
「
さ
ら
ば
高
円
寺
よ
」
に
、
關
口
か
ら
農
商
務
省
へ
の

「
土
地
売
買
契
約
書
」（
明
治
四
十
四
年
六
月
十
四
日
受
付
の
登
記
所
の
調

書
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

・
下
記
の
物
件
は
、
契
約
後
20
日
以
内
に
乙
の
負
担
に
て
解
除
を
為
す

べ
し
、
但
し
現
に
植
付
け
あ
る
麦
に
限
り
６
月
20
日
迄
存
置
す
る
こ

と
を
得
。

　
　
　
　
　

記

　

畑
地　

一
〇
六
の
一
番
に
存
す
る
石
碑

　

宅
地　

一
一
一
の
二
番
に
存
立
せ
る
建
造
物

　

宅
地　

一
一
二
の
三
番

　

宅
地　

一
一
一
の
二
番　

 

に
存
立
す
る
樹
木

　

畑
地
一
一
一
の
一
番

　

畑
地
一
一
二
の
二
番

・
物
件
引
渡
之
証

明
治
44
年
５
月
18
日
御
省
へ
売
渡
し
た
る
拙
者
所
有
、
豊
多
摩
郡

杉
並
村
大
字
高
円
寺
字
中
小
沢
に
存
在
す
る
土
地
、
壱
萬
八
百
八

十
六
坪
（
土
地
台
帳
面
積
）
を
売
渡
契
約
第
２
条
に
依
り
右
契
約

書
附
属
図
面
に
照
し
本
日
実
地
引
渡
申
候
也

14243

　

明
治
44
年
６
月
12
日

　
　

豊
多
摩
郡
中
野
町
大
字
中
野
四
一
五
九
番
地

 

関　

口　

正　

治）
11
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
資
料
は
蚕
糸
試
験
場
の
本
場
分
会
・
同
青
年
婦
人
部
の
合
同
出
版
と

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
職
員
の
所
内
報
の
よ
う
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。
保

科
氏
は
筑
波
移
転
を
前
に
、「
明
治
の
お
わ
り
に
、
蚕
糸
試
験
場
の
前

身
、
原
蚕
種
製
造
所
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
が
蚕
業
試
験
場
と
な
り
、
現
在

の
蚕
糸
試
験
場
と
な
る
、
六
十
年
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
」「
発
生
の
地

を
お
わ
れ
ん
と
す
る
現
状
の
中
で
、
す
て
ば
ち
な
気
持
ち
と
、
俎
上
の
鯉

の
様
な
、
あ
き
ら
め
と
、
あ
ざ
け
り
の
様
な
気
持
ち
で
、
も
ろ
も
ろ
の
は

か
な
さ
を
嘲
笑
し
な
が
ら
、
綴
る
も
の）

11
（

」
と
し
て
い
る
。
保
科
氏
は
、
古

い
記
録
か
ら
と
し
て
原
蚕
種
製
造
所
の
候
補
地
が
、
中
野
駅
前
、
板
橋
、

赤
羽
な
ど
複
数
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
す
と
と
も
に
、
先
の
資
料
を
読
み

込
み
、「
今
の
九
号
館
あ
た
り
の
青
梅
街
道
す
じ
に
は
大
樹
木
が
立
っ
て

お
り
、
本
館
前
の
街
道
寄
に
は
建
物
が
あ
り
、
今
の
庭
球
コ
ー
ト
附
近
に

『
石
碑
』
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
石
碑
を
探
し
て
い
る
の
だ
が
、
行
方

不
明
で
手
掛
か
り
が
な
い）

11
（

。」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
一
一
一
の
二
番
に
存
立
す
る
建
造
物
」
が
関
香
園
で
、「
一
〇

六
の
一
番
に
存
す
る
石
碑
」
が
象
山
の
望
岳
賦
碑
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
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る
。
大
き
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
撤
去
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
四
十
二
年
測
図
同
四
十
三
年
三
月
陸
地
測
量
部

発
行
の
一
万
分
の
一
地
形
図
「
中
野
」
に
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
「
一
〇
六

の
一
番
」
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
で
、
桜
新
道
に
面
す
る
あ
た
り
に
記
念
碑

の
地
図
記
号
が
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
大
正
十
五
年
の
陸
測
図
で
は
、
現

在
の
環
七
、
眞
盛
寺
門
前
あ
た
り
に
こ
の
記
号
は
移
転
し
て
い
る
。　

　

こ
れ
ら
の
事
を
総
合
す
る
と
、
望
岳
賦
の
巨
碑
は
明
治
二
十
三
年
四
月

に
桜
新
道
に
面
し
た
関
香
園
内
に
建
立
さ
れ
、
原
蚕
種
製
造
所
建
設
の
た

め
に
売
却
さ
れ
た
明
治
四
十
四
年
五
月
十
八
日
か
ら
六
月
十
二
日
ま
で
の

間
に
、
現
、
眞
盛
寺
門
前
へ
移
動
し
、
更
に
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
六
年

ま
で
の
間
に
高
円
寺
五
五
八
番
地
淺
田
別
荘
へ
移
転
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る）

11
（

。
四
、
桜
新
道
と
明
治
二
十
三
年

　

象
山
の
望
岳
賦
碑
が
明
治
二
十
三
年
に
こ
の
地
に
建
立
さ
れ
た
と
す
る

と
、
小
稿
の
冒
頭
、
こ
の
新
参
詣
道
は
明
治
三
十
六
年
の
開
設
と
い
う
説

明
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
説
も
揺
ら
い
で
く
る
。
と
い
う
の
は
、
実
は

『
図
会
』
の
燈
籠
と
桜
新
道
の
記
述
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
挟
ま

れ
て
い
る
。

又
西
畔
に
七
字
の
題
目
を
書
し
。
側
面
に
「
遠
治
妙
法
廣
宣
流
布
、

明
治
廿
三
年
二
月
十
六
日
建
之
」
と
刻
し
た
る
大
石
標
を
建
つ）

11
（

。

　

文
面
か
ら
す
る
と
こ
の
大
石
標
は
、
現
在
妙
法
寺
山
門
前
の
玉
垣
脇
に

移
設
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
高
さ
三
、
七
ｍ
に
及
ぶ
ま
さ
に
大

石
標
で
あ
る
。
先
述
の
明
治
四
十
二
年
陸
測
図
に
は
青
梅
街
道
入
口
の
西

側
に
記
念
碑
の
地
図
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
石
碑
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
石
碑
の
建
立
も
「
明
治
二
十
三
年
二
月
十
六

日
建
之
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巨
碑
が
同
時
期
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
明
治
二
十
三
年
と
い

う
の
は
何
か
意
味
の
あ
る
年
号
な
の
だ
ろ
う
か
。

五
、
和
田
堀
之
内
村
の
成
立
と
新
参
詣
道

　

杉
並
区
域
は
江
戸
時
代
二
十
の
村
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
近
代
に
入
り

地
方
三
新
法
の
一
つ
郡
区
町
村
編
成
法
を
経
て
、
明
治
二
十
二
年
施
行
の

市
制
・
町
村
制
に
よ
り
、
四
つ
な
い
し
六
つ
の
旧
村
が
合
併
し
て
四
つ
の

村
が
形
成
さ
れ
た
。
新
し
い
地
方
制
度
は
、
画
一
的
に
国
家
行
政
に
属
す

る
一
員
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
負
担
が
課
せ
ら
れ
、
そ
の
負
担
に
耐
え
得
る
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た
め
に
町
村
合
併
に
よ
る
資
力
の
増
大
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
全
国

で
七
万
一
千
余
あ
っ
た
町
村
が
、
明
治
二
十
二
年
に
は
一
万
五
千
余
に
減

少
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る）

11
（

。
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
は
、
関
香
園
の

あ
っ
た
の
が
高
円
寺
村
で
、
江
戸
期
の
参
詣
道
の
あ
っ
た
の
が
和
田
村
、

妙
法
寺
の
あ
っ
た
の
が
堀
之
内
村
と
三
つ
の
村
の
境
界
域
で
、
こ
の
時
、

高
円
寺
は
他
の
五
村
と
と
も
に
杉
並
村
、
残
る
二
村
は
他
の
二
村
と
と
も

に
和
田
堀
之
内
村
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
の
動
き
に
つ
い
て
、『
新
修
杉
並
区
史
』
を
も
と
に
た
ど
っ
て

み
る
と
、
東
京
府
で
は
、
明
治
二
十
一
年
五
月
に
市
町
村
制
施
行
順
序
取

調
委
員
が
設
置
さ
れ
、
七
月
に
は
各
郡
長
に
対
し
、
管
下
各
町
村
の
合
併

理
由
上
申
に
当
た
り
調
査
す
べ
き
要
目
及
び
記
載
要
綱
を
示
達
し
、
十
月

に
は
府
諮
問
案
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
を
巡
り
、
郡
長
、
戸
長
、
村
会
な
ど

で
意
見
調
整
が
図
ら
れ
、
二
十
二
年
四
月
十
一
日
に
区
町
村
区
域
名
称
変

更
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
一
連
の
流
れ
は
一
筋
縄
と
は
い
か
な
か
っ

た
。
旧
御
府
内
の
区
部
が
優
先
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
郡
部
委
員
の
辞
職

が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
地
域
で
は
利
害
対
立
や
歴
史
的
人
情
風
俗
慣
習
に
基

づ
く
住
民
感
情
の
紛
糾
な
ど
、
地
域
の
思
惑
が
渦
巻
い
て
い
た
。

　

和
田
堀
之
内
村
に
つ
い
て
は
、
江
戸
以
前
か
ら
地
域
的
繋
が
り
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
雑
色
村
（
現
中
野
区
）
を
和
田
・
堀
之
内
村
の
グ
ル
ー
プ
に

入
れ
た
い
と
い
う
問
題
が
片
付
き
、
府
か
ら
の
諮
問
に
対
し
て
、
東
多

摩
・
南
豊
島
郡
代
表
の
常
置
委
員
か
ら
両
郡
内
の
町
村
合
併
に
つ
い
て
意

見
が
な
さ
れ
、
各
連
合
村
戸
長
よ
り
十
月
二
十
日
に
答
申
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
、
当
該
村
に
つ
い
て
は
、
常
置
委
員
か
ら
「
右
村
々
ヲ
合
併
シ

テ
堀
ノ
内
ト
称
セ
ン
ト
ス
。（
○
朱
書
、
村
名
ノ
義
ハ
更
ニ
改
称
然
ル
ベ

キ
カ
）」
と
示
さ
れ
た
が
、
村
会
で
は
人
口
、
戸
数
、
地
価
等
か
ら
、
和

田
村
と
し
た
い
と
す
る
全
会
一
致
の
答
申
が
な
さ
れ
、
他
の
村
々
と
合
わ

せ
て
、
二
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
に
取
調
委
員
の
調
整
が
図
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
十
二
月
末
に
至
り
、
堀
之
内
村
の
妙
法
寺
住
持
武
見
日
恕

及
び
檀
家
關
口
兵
藏
外
五
十
八
名
よ
り
、
堀
之
内
村
の
名
は
全
国
的
に
著

名
で
あ
る
こ
と
、
妙
法
寺
は
堀
之
内
村
に
あ
り
、
信
仰
上
も
和
田
村
で
は

困
る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
新
村
名
を
堀
之
内
と
す
る
よ
う
請
願
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
郡
長
は
和
田
村
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
が
、
和
田

村
は
激
し
く
反
対
し
た）

11
（

。

「
謹
テ
議
員
一
同
討
議
審
議
ノ
末
村
名
ハ
最
モ
適
当
ナ
ル
旨
ヲ
議
決

シ
一
同
連
印
ノ
上
十
一
月
九
日
答
申
書
ヲ
捧
呈
シ
、
各
村
人
民
モ
満

足
ニ
承
諾
シ
タ
リ
キ
。
然
ル
ニ
豈
計
ン
ヤ
、
十
二
月
末
ニ
至
リ
堀
之

内
妙
法
寺
住
職
武
見
日
恕
及
同
村
民
ヨ
リ
村
名
ヲ
堀
之
内
ト
変
改
セ

ン
ト
ノ
情
願
書
ヲ
閣
下
ニ
呈
出
シ
タ
リ
ト
。
依
テ
其
理
由
ヲ
聞
ク

ニ
、
従
来
堀
之
内
妙
法
寺
ト
唱
ヘ
タ
ル
ヲ
今
俄
ニ
和
田
村
ノ
妙
法
寺
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ト
称
ス
ル
ト
キ
ハ
、
宗
祖
ノ
信
仰
上
ニ
関
シ
該
寺
ニ
損
害
ヲ
与
ル
ト

及
堀
之
内
村
ノ
著
名
ナ
ル
ト
ノ
ニ
点
ニ
ア
リ
ト
、
因
テ
吾
人
ハ
其
理

由
ノ
不
可
ナ
ル
ヲ
左
ニ
弁
明
セ
ン
ト
ス
。」「
明
治
廿
ニ
年
一
月
七
日

　

東
多
摩
郡
和
泉
村
々
会
議
員
杉
本
兼
吉　

同
郡
和
田
村
々
会
議
員

細
野
甚
太
郎　

梅
田
鎌
太
郎　

松
島
保
太
郎　

横
尾
基
三
郎　

根
岸

直
次
郎　

川
島
福
太
郎　

東
京
府
知
事　

高
崎
五
六
殿）

1（
（

」

　

翌
年
一
月
十
三
日
、
府
は
こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
、
両
村
代
表

を
召
喚
し
、
和
田
堀
之
内
村
と
称
す
る
案
を
提
示
し
た
が
、
堀
之
内
村
は

同
意
せ
ず
、
新
制
杉
並
村
と
合
併
し
た
い
と
の
請
願
を
府
知
事
あ
て
提
出

し
た
。
そ
こ
で
、
委
員
長
、
郡
長
が
更
に
両
者
を
説
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
よ

り
請
書
を
徴
し
、「
和
田
堀
之
内
村
」
の
妥
協
案
を
一
月
二
十
四
日
取
り

ま
と
め
、
翌
二
十
五
日
内
務
省
へ
上
申
し
た）

11
（

。

　

新
村
名
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
一
応
の
決
着
が
つ
い
た
が
、
こ
の
騒
動
は

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か
っ
た
。
森
は
『
杉
並
風
土
記
』
中
巻
「
妙
法
寺

参
詣
道
」
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

同
二
十
二
年
に
、
甲
武
鉄
道
、
今
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
が
開
通
し
、
中
野

駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
中
野
駅
か
ら
鍋
屋
横
丁
へ
出
て
、
旧
和
田
本

村
を
通
っ
て
門
前
ま
で
約
三
キ
ロ
と
、
約
一
キ
ロ
近
く
な
り
、
和
田

村
の
商
人
た
ち
は
益
々
商
売
繁
盛
と
喜
び
ま
し
た
が
、
翌
二
十
三

年
、
中
野
の
馬
糧
商
・
関
口
兵
蔵
氏
が
、
中
野
駅
か
ら
田
中
稲
荷
前

を
通
り
、
青
梅
街
道
を
横
断
し
、
蚕
糸
試
験
場
西
側
を
経
て
妙
法
寺

の
門
前
に
着
く
新
道
を
造
る
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
新
道
は
和
田

村
を
通
ら
ず
、
中
野
駅
か
ら
二
キ
ロ
で
妙
法
寺
門
前
に
着
く
の
で
、

新
道
が
出
来
れ
ば
和
田
村
の
商
店
街
は
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
火

を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
し
た
。
和
田
一
丁
目
六
四
番　

横
尾
賢
太
郎

氏
所
蔵
文
書
に
「
新
道
ヲ
開
鑿
シ
テ
従
来
ノ
道
ニ
沿
ヘ
タ
ル
商
賈
の

販
路
ヲ
壅
塞
シ
、
生
活
ノ
方
向
ヲ
失
敗
セ
シ
メ
ン
ト
ス
。
於
此
向
来

糊
口
ヲ
凌
グ
ノ
方
向
失
ス
ル
ニ
付
、
深
ク
痛
恨
シ
殆
ド
安
眠
ヲ
モ
得

ザ
ル
ニ
至
レ
リ
（
中
略
）
閣
下
賢
明
ノ
英
断
ヲ
以
テ
新
道
開
鑿
ヲ
御

聴
許
無
之
候
様
只
管
奉
嘆
願
候）

11
（

」
と
東
京
府
知
事
へ
提
出
し
た
嘆
願

書
控
が
あ
り
ま
す
。

　

森
の
記
述
は
以
上
の
よ
う
に
、
妙
法
寺
参
詣
道
の
変
遷
の
一
つ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
嘆
願
書
を
引
用
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
頁
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
嘆
願
書
の
写
真
を
よ
く
見
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

新
道
開
鑿
ノ
否
許
願

「
十
二
月
末
ニ
至
リ
堀
之
内
村
妙
法
寺
住
職
武
見
日
恕
及
ヒ
檀
家
惣
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代
中
野
村
関
口
兵
藏
外
數
名
ヨ
リ
村
名
ヲ
堀
之
内
村
ト
変
換
セ
ン
コ

ト
ヲ
各
村
議
員
ニ
依
頼
ア
リ
タ
ル
由
ナ
レ
ド
モ
」「
双
方
御
説
諭
ノ

末
名
称
ヲ
和
田
堀
之
内
村
ト
御
治
定
セ
ラ
レ
タ
ル
趣
ニ
承
リ
居
候
。

然
ル
ヲ
豈
計
ン
ヤ
」「
意
恨
ニ
徹
シ
堀
之
内
通
路
ニ
沿
ヘ
タ
ル
商
賈

吾
等
を
溝
壑
ニ
転
セ
ン
ト
ノ
計
策
ヲ
案
シ
堀
之
内
村
東
端
ヨ
リ
北
折

シ
テ
高
円
寺
村
ヲ
遮
ル
青
梅
街
道
ヘ
連
亙
ス
ル
路
ヲ
開
鑿
シ
妙
法
寺

宗
祖
へ
信
仰
ノ
詣
者
ヲ
悉
ク
之
ニ
通
路
セ
シ
メ
而
シ
テ
従
来
ノ
道
ニ

沿
ヘ
タ
ル
商
賈
の
販
路
ヲ
壅
塞
シ
生
活
ノ
方
向
ヲ
失
敗
セ
シ
メ
ン
ト

豈
蓋
シ
村
名
ノ
一
件
タ
ル
聨
合
四
ケ
村
議
員
ノ
葛
藤
ナ
リ
シ
ヲ
」

（
以
下
、
資
料
で
筆
者
追
記
）「
願
書
ハ
文
飾
ヲ
作
為
シ
既
ニ
本
月　

　

日
閣
下
ニ
奉
呈
シ
タ
リ
ト
聞
及
候
。
若
シ
之
ヲ
成
行
ス
ル
ト
キ
ハ

吾
等
ノ
妨
害
ノ
ミ
ニ
止
ラ
ス
固
ヨ
リ
村
名
ノ
点
に
関
係
ナ
キ
中
野
村

高
円
寺
村
ノ
人
民
ニ
シ
テ
沿
道
商
賈
モ
並
同
大
妨
害
ヲ
與
ヘ
ラ
ル
於

此
向
来
糊
口
ヲ
凌
ク
ノ
方
向
ヲ
失
ス
ル
ニ
付
深
ク
痛
神
殆
ド
安
眠
ヲ

モ
得
サ
ル
ニ
至
レ
リ
」「
閣
下
賢
明
ノ
英
断
ヲ
以
新
道
開
鑿
ヲ
御
聴

許
無
之
候
様
只
管
奉
嘆
願
候）

11
（

」

と
、
和
田
村
で
は
新
道
の
開
鑿
を
新
村
名
決
定
の
遺
恨
試
合
で
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
森
は
、
地
元
へ
の
配
慮
か
ら
か
そ
の
部
分
を
避
け
て
引
用
し

て
い
る）

11
（

。

　

こ
の
資
料
は
森
よ
り
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
へ
コ
ピ
ー
が
寄
贈
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
他
の
文
書
と
違
い
日
付
な
ど
を
欠
き
、
現
在
、
東

京
都
公
文
書
館
資
料
で
も
存
在
が
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
実
際
に
提
出
さ

れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
道
の
開
設
は
参
詣
道
の
新
設

と
い
う
以
上
に
重
要
な
問
題
を
孕
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
嘆
願
書
中
「
既

ニ
本
月　

日
閣
下
ニ
奉
呈
シ
タ
リ
ト
」
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
文

書
が
東
京
都
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、

右
者
今
般
甲
武
鐡
道
御
敷
設
ニ
付
甲
州
街
道
高
井
戸
村
ヨ
リ
和
田
村
堀

ノ
内
村
ヲ
経
テ
青
梅
往
還
高
円
寺
村
字
中
小
澤
ニ
達
シ
夫
ヨ
リ
中
野
村

鐡
道
停
車
場
エ
ノ
往
復
多
分
ニ
可
相
成
者
眼
前
ノ
処
□
和
田
村
堀
ノ
内

村
高
円
寺
村
ノ
内
者
細
道
ニ
シ
テ
屈
曲
多
ク
荷
物
運
搬
不
弁

（
マ
マ
）ニ
付
公
衆

弁（
マ
マ
）利
ノ
為
メ
別
紙
圖
面
之
通
リ
四
間
幅
ニ
直
線
ノ
新
道
開
設
仕
度
在

村
々
ニ
於
テ
モ
聊
故
障
無
御
座
依
テ
ハ
新
道
敷
地
を
上
知
仕
候
間
廃
道

敷
地
之
儀
者
代
地
ト
シ
テ
無
代
價
御
下
渡
上
成
下
度
村
々
一
同
連
署
ヲ

以
テ
奉
願
候
向
至
急
御
検
査
ノ
上
御
許
可
上
成
下
度
奉
願
候
也　

明

治
廿
二
年
四
月
十
日　

右
地
主　

関
口
兵
藏
（
印
）（
以
下
十
一
名

の
名
あ
り
＝
筆
者
）
東
京
府
知
事
男
爵
髙
﨑
五
六
殿　

前
書
之
通
リ

出
願
ニ
付
奥
印
候
也　

東
多
摩
郡
高
円
寺
村
外
三
ケ
村　

戸
長　

玉

野
惣
七
（
印
）　

東
多
摩
郡
和
田
村
外
三
ケ
村　

戸
長　

横
尾
八
右
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衛
門
（
印
）　
〔
東
多
摩　

南
豊
島
〕
郡
長　

益
田
包
義
（
印）

11
（

）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
当
初
、
甲
武
鉄
道
の
敷
設
予
定
地）

11
（

で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
甲
州
街
道
沿
い
の
住
民
が
、
鉄
道
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
時
、
中
野

駅
ま
で
の
道
程
の
う
ち
、
和
田
・
堀
之
内
・
高
円
寺
の
各
村
内
の
道
は
細

道
で
あ
る
た
め
、
公
衆
の
利
便
の
た
め
に
細
道
を
四
間
幅
に
広
げ
、
直
線

と
し
、
完
成
後
の
道
は
上
知
す
る
の
で
、
廃
道
と
な
る
公
道
は
無
償
で
下

げ
渡
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

　

文
章
と
し
て
は
公
衆
の
利
便
、
眼
前
の
処
と
し
て
い
る
が
、
添
付
さ
れ

た
図
面
を
見
る
と
今
問
題
と
し
て
い
る
第
二
新
道
部
分
の
み
の
図
面
で
、

和
田
村
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
堀
之
内
村
の
東
端
に
沿
う
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
は
「
至
急
御
検
査
ノ
上
御
許
可
」
と
記
さ
れ
、
一

般
的
な
道
路
普
請
文
書
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
明
治
二
十
二

年
四
月
十
日
付
で
申
請
さ
れ
、
そ
の
後
、
審
査
の
な
か
で
、
抵
当
権
の
設

定
さ
れ
て
い
る
土
地
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
何
度
に
も
及
ぶ
書

類
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
、
残
さ
れ
て
い
る
最
後
の
文
書
は
同
年
十
一
月

二
日
付
と
な
っ
て
い
る
が
、
許
可
の
文
書
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
願
い

の
標
題
は
「
官
道
敷
変
換
願
」、
府
の
起
案
標
題
は
「
道
路
変
換
願
」
と

さ
れ
て
お
り
、
新
道
開
鑿
願
い
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
第
二
新
道
は
明
治
二
十
二
年
乃
至
二
十

三
年
に
新
地
方
制
度
の
あ
お
り
を
受
け
た
な
か
で
開
設
さ
れ
、
そ
の
道
に

沿
う
形
で
、
入
口
に
は
大
題
目
を
刻
ん
だ
石
柱
が
、
そ
し
て
そ
の
中
間
に

は
佐
久
間
象
山
の
望
岳
賦
を
刻
ん
だ
石
碑
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か）

11
（

。
と
す
れ
ば
、
最
初
に
紹
介
し
た
「
故
關
口
兵
藏
翁
開

道
記
念
碑
」
に
記
さ
れ
た
「
乙
丑
四
月
街
道
以
南
竣
功
」
と
い
う
の
は
、

「
己
丑
」
の
誤
刻
で
明
治
二
十
二
年
を
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
の
申
請
と
関
係
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
申
請
文
書
が
「
道
路
変

換
願
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
道
は
既
に
開
通
し
て
い
た
の
か
は
明
確
に

は
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
辻
褄
と
し
て
は
あ
っ
て
く

る
。（
乙
丑
な
ら
ば
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
か
大
正
十
四
年
（
一
九
二

五
））

六
、
参
詣
道
の
変
遷
と
沿
道
の
商
賈

　

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
妙
法
寺
へ
の
参
詣
道
は
、
中
野
の

鍋
屋
横
丁
で
青
梅
街
道
か
ら
別
れ
、
野
道
の
参
詣
道
を
た
ど
っ
て
き
た

が
、
そ
の
沿
道
に
は
様
々
な
水
茶
屋
や
土
産
物
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

　

こ
の
参
詣
道
が
開
設
さ
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
の
事
か
詳
ら
か
で
は
な
い

も
の
の
、
角
田
茂
「
江
戸
時
代
の
妙
法
寺
参
詣
道
改
修
に
つ
い
て）

11
（

」
に
よ

れ
ば
、
参
詣
の
本
格
化
し
た
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
ご
ろ
か
ら
改
修
の
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記
録
が
見
ら
れ
、
文
化
十
、
十
一
年
（
一
八
一
三
・
四
）
の
改
修
で
本
格

的
な
参
詣
道
と
し
て
確
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
安
永
時
に
は
妙
法
寺

の
発
案
で
「
裏
往
還
道
敷
踏
切
候
処
は
勿
論
、
道
左
右
ゟ
草
生
挟
候
場
所

切
平
均
其
外
道
繕
被
致
度
」
と
和
田
村
の
名
主
を
通
じ
て
中
野
村
へ
問
合

せ
が
あ
り
、
四
か
月
の
調
整
の
結
果
関
係
各
村
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
。

　

文
化
時
の
も
の
は
、
中
野
村
の
岡
右
衛
門
と
和
田
村
の
徳
次
郎
が
世
話

人
と
な
り
、
信
心
深
い
発
願
主
の
寄
付
に
よ
り
、
鍋
屋
横
丁
か
ら
延
べ
五

六
〇
間
の
間
を
幅
一
間
か
ら
二
間
へ
拡
幅
す
る
と
い
う
も
の
。
そ
し
て
、

こ
れ
以
前
に
は
「
鍋
屋
横
丁
」
と
い
う
地
名
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
鍋
屋
横
丁
か
ら
の
参
詣
道
が
確
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
そ

し
て
江
戸
あ
る
い
は
東
京
の
人
間
が
「
寄
進
」
と
し
て
道
路
改
修
の
施
主

と
な
り
、
村
側
の
施
工
で
改
修
が
さ
れ
る
と
い
う
の
は
こ
の
参
詣
道
の
伝

統
的
な
方
法
で
あ
っ
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
妙
法
寺
を
始
め
と
す
る
祈
祷
寺
に
と
っ
て
、
教
線
の
拡
大

を
図
る
最
大
の
方
法
は
、
開
帳
で
あ
っ
た
。
妙
法
寺
で
は
、
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）
に
深
川
浄
心
寺
で
初
め
て
出
開
帳
を
開
催
し
た
が
、
そ
の

後
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
全
山
が
烏
有
に
帰
し
た
た
め
、
伽
藍
再

興
後
の
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
居
開
帳
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一

七
）
に
は
右
大
将
の
御
成
と
御
成
跡
開
帳
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、

明
治
元
年
と
度
々
の
居
開
帳
を
催
し
て
い
た
。
そ
の
天
保
二
年
の
開
帳
時

の
文
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

「
趣
意　

来
卯
年
（
天
保
二
年
〔
一
八
三
一
〕
＝
筆
者
註
以
下
同
じ
）

高
祖
大
士
五
百
五
十
遠
忌
ニ
付
、
開
帳
願
出
候
趣
意
者
、
去
ル
文
政

九
戌
年
（
一
八
二
六
）、
門
前
并
和
田
村
・
高
円
寺
村
・
中
野
・
淀

橋
・
成
子
町
茶
屋
并
小
売
人
之
者
一
同
来
り
、
拙
者
共
当
山
御
参
詣

之
御
陰
ニ
而
、
日
々
致
渡
世
候
得
共
、
近
来
家
業
体
不
如
意
ニ
而
、

一
同
難
儀
仕
候
間
、
来
亥
年
（
文
政
一
〇
年
）
は
、
去
ル
寛
政
七
卯

年
（
一
七
九
五
）
御
開
帳
御
座
候
ゟ
三
十
三
年
目
ニ
相
当
り
候
間
、

何
卒
六
十
日
之
御
開
帳
被
遊
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、」「
先
々

見
合
へ
き
旨
ニ
而
断
り
申
遣
ス
、
其
後
も
度
々
願
来
候
得
共
、
不
取

合
候
処
、
当
春
ニ
相
成
り
、
一
同
連
印
之
書
面
持
参
ニ
而
、
願
来

ル
、
右
（
左
）
之
通

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

一
当
御
門
前
并
和
田
村
・
高
円
寺
村
・
中
野
村
・
本
郷
村
・
淀
橋

村
・
同
成
子
町
・
内
藤
新
宿
、
右
八
ヶ
所
連
印
之
者
一
同
奉
願
上

候
、
私
共
年
来
水
茶
屋
其
外
小
商
売
渡
世
仕
、
当
御
山
参
詣
之
衆
中

江
是
迄
致
渡
世
取
続
罷
在
難
有
奉
存
候
処
、
昨
年
江
戸
大
火）

1（
（

已
後
、

渡
世
向
手
薄
ニ
罷
成
、
其
上
諸
色
高
直
ニ
而
必
至
と
困
窮
難
儀
仕

候
、
然
ル
処
、
明
年
は
祖
師
御
遠
忌
ニ
茂
御
座
候
得
者
、
右
為
御
報
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恩
之
日
数
六
十
日
之
間
、
御
開
帳
御
願
被
成
下
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上

候
、
右
願
之
通
リ
御
開
帳
も
御
座
候
者
、
参
詣
之
衆
中
格
別
賑
々
敷

相
成
リ
、
私
共
渡
世
取
続
助
成
ニ
茂
可
相
成
と
奉
存
候
間
、
依
之
一

同
奉
願
上
候
、
何
卒
格
別
之
御
仁
慈
を
以
て
、
此
段
御
聞
済
被
下
候

様
奉
願
上
候
、
以
上
文
政
十
三
寅
閏
三
月
（
一
八
三
〇）

11
（

） 

（
以
下
堀
之
内
村
、
和
田
村
、
高
円
寺
村
、 

中
野
村
、 

本
郷
村
、
淀

橋
町
、
成
子
町
、
新
宿
の
八
十
一
名
の
名
あ
り
）

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
期
に
於
い
て
は
、
参
詣
道
の
普
請
か
ら
、
開
帳
の

賑
わ
い
で
共
同
戦
線
を
張
っ
て
い
た
妙
法
寺
と
参
詣
道
周
辺
の
住
民
と
の

地
域
連
携
が
、
近
代
の
地
方
制
度
の
改
革
の
中
で
攪
乱
を
起
こ
し
、
新
道

の
開
通
に
よ
っ
て
「
道
ニ
沿
ヘ
タ
ル
商
賈
の
販
路
ヲ
壅
塞
シ
生
活
ノ
方
向

ヲ
失
敗
セ
シ
メ
ン
」
と
和
田
村
住
民
が
恐
れ
た
こ
と
が
現
実
と
な
り
、
三

百
七
拾
人
の
客
で
賑
わ
っ
た
「
し
が
ら
き
」
も
明
治
末
に
は
店
を
た
た

み
、
更
に
「
吾
等
ノ
妨
害
ノ
ミ
ニ
止
ラ
ス
固
ヨ
リ
村
名
ノ
点
に
関
係
ナ
キ

中
野
村
高
円
寺
村
ノ
人
民
ニ
シ
テ
沿
道
商
賈
モ
並
同
大
妨
害
ヲ
與
ヘ
ラ

ル
」
と
胸
を
痛
め
て
い
た
鍋
屋
横
丁
の
鍋
屋
も
鉄
道
が
開
通
し
、「
急
激

に
妙
法
寺
参
詣
道
と
し
て
の
性
格
を
失
う
に
い
た
る
。
そ
の
象
徴
的
な
出

来
事
が
、
か
つ
て
、
見
事
な
梅
林
で
客
を
集
め
、
妙
法
寺
参
詣
の
目
印
と

な
っ
た
茶
屋
、
鍋
屋
の
閉
店
で
あ
っ
た
（
註
21
）」（
註
21
：
鍋
屋
の
閉
店

は
明
治
末
年）

11
（

）

と
明
治
末
年
に
店
を
閉
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
参
詣
道
沿
道
の
商

賈
が
閉
店
し
て
い
っ
た
の
も
甲
武
鉄
道
や
、
青
梅
街
道
を
走
っ
た
乗
合
馬

車
な
ど
社
会
資
本
の
整
備
と
時
代
の
変
化
の
一
面
で
は
あ
る
が
、
地
方
制

度
の
整
備
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え
た
影
響
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（１
）
森
泰
樹
「
桜
新
道
と
青
銅
大
燈
籠
」『
杉
並
風
土
記
』
中
巻　

杉
並
郷
土
史
会　

平
成
元
年
五
月
再
版　

一
六
四
～
一
六
六
頁

（
２
）『
杉
並
区
史
』
妙
法
寺
祖
師
堂　

杉
並
区
役
所　

昭
和
三
十
年
三
月　

一
一
九
〇

頁
。『
遊
歴
雑
記
初
編
２
』
第
四
武
州
荏（
マ
マ
）原
郡
堀
内
村
妙
法
寺　

平
凡
社　

平
成

元
年
七
月　

八
頁

（
３
）『
武
蔵
名
勝
図
会
』
多
摩
郡
之
部
巻
一
野
方
領
妙
法
寺　

慶
友
社　

昭
和
四
十
二

年
一
月　

二
十
頁

（
４
）
前
掲
註
３
に
同
じ

（
５
）
小
寺
玉
晁
「
江
戸
見
草
」（
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉、『
鼠
璞
十
種
』
第
二
、

国
書
刊
行
会　

大
正
五
年
七
月　

二
六
六
頁

（
６
）『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
多
摩
郡
十
四
巻　

高
円
寺
村　

稲
荷
社　

文
献
出
版　

平
成
九
年
九
月　

八
十
八
頁

（
７
）
山
下
重
民
編
「
◎
ほ
り
の
う
ち
道
案
内
」『
東
京
近
郊
名
所
図
会
』
第
十
六
巻　

東
陽
堂　

明
治
四
十
四
年
九
月　

十
頁
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（
８
）
戸
津
圭
之
介
「
旧
参
道
入
口
灯
篭
の
鋳
造
工
法
に
関
す
る
所
見
」『
妙
法
寺
文
化

財
総
合
調
査
』
平
成
八
年
三
月　

杉
並
区
教
育
委
員
会　

二
八
九
～
九
一
頁
。
な

お
、
修
理
報
告
書
で
は
、
西
燈
籠
は
露
盤
な
ど
の
組
成
が
異
な
り
。
ま
た
、
工
法

は
東
西
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
は
東
側
台
座
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
二
名

（
本
所
若
宮
町
福
井
常
次
郎
、
下
尾
久
町
田
口
為
吉
）
の
鋳
造
人
の
工
房
で
独
自

に
作
製
さ
れ
た
結
果
な
の
か
、
建
設
時
期
の
相
違
を
示
す
も
の
か
疑
問
と
さ
れ
て

い
た
。（『
杉
並
区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
妙
法
寺
旧
参
道
入
口
燈
籠
解
体
保
存
修

理
工
事
報
告
書
』　

日
円
山
妙
法
寺　

平
成
六
年
三
月
）

（
９
）
山
下
、
前
掲
註
７　

十
頁

（
10
）『
佐
久
間
象
山
先
生
眞
筆　

櫻
賦　

望
岳
賦　

余
年
二
十
以
後　

碑
文
解
説
書
』

同
神
社
奉
賛
会
編
集　

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
初
版　

平
成
五
年
十
月
再
版　

象

山
神
社　

一
三
頁

（
11
）
宮
本
仲
『
佐
久
間
象
山
』　

岩
波
書
店　

昭
和
七
年
二
月　

六
一
四
頁　

（
12
）『
新
訂
新
版　

江
戸
幕
府
人
名
事
典
』
村
上
誠
之
丞　

新
人
物
往
来
社　

平
成
九

年
十
一
月

（
13
）
宮
本
前
掲
註
11　

二
四
六
頁

（
14
）
明
治
四
十
二
年
測
図
大
正
五
年
第
一
回
修
正
測
図
大
正
六
年
十
二
月
発
行
。
な

お
、
同
第
二
回
修
正
測
図
同
十
四
年
部
分
修
正
大
正
十
五
年
六
月
発
行
ま
で
は
同

様
で
、
第
三
回
修
正
測
図
昭
和
六
年
部
分
修
正
同
四
月
発
行
に
は
、
記
念
碑
記
号

が
な
い
。

（
15
）
森
泰
樹
「
十
、
名
碑
望
岳
の
賦
」『
杉
並
区
史
探
訪
』
昭
和
五
十
年
八
月
再
版
。

初
出
は
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
『
杉
並
新
聞
』「
杉
並
今
昔　

18
『
佐
久
間
象

山
』」
こ
こ
で
は
後
半
「
国
会
図
書
館
で
佐
久
間
象
山
に
関
す
る
本
を
調
べ
ま
し

た
処
、
同
石
碑
は
、
明
治
二
十
三
年
、
象
山
の
義
弟
村
上
政
信
氏
が
石
工
下
田
嘉

成
氏
に
作
ら
せ
た
も
の
を
、
旧
地
主
浅
田
政
吉
氏
が
入
手
し
て
、
こ
の
地
に
移
し

た
も
の
で
、鷹
匠
役
宅
と
は
直
接
関
係
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
」と
な
っ
て
い
る
。

（
16
）
中
西
慶
爾
「
象
山
の
望
岳
賦
碑
」『
青
梅
街
道
』　

木
耳
社　

昭
和
五
十
七
年
一
月　

十
九
～
二
十
頁

（
17
）
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
所
蔵
「
森
泰
樹
寄
贈
資
料
」
五
─
「
区
外
研
究
資
料
」
─

「
碑
文
解
説
書
」
中
に
コ
ピ
ー
在
中

（
18
）
宮
本
前
掲
註
11　

八
十
九
頁

（
19
）
山
下
前
掲
註
７　

十
一
頁

（
20
）
同　

十
頁

（
21
）
関
寒
園
の
開
園
は
小
稿
冒
頭
の
引
用
文
で
は
明
治
三
十
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
十
五
年
四
月
、
桃
野
尋
常
小
（
杉
並
第
一
小
学
校
）・
成
田
尋
常
小
（
杉

並
第
二
小
学
校
）
の
合
同
運
動
会
が
関
香
園
で
開
催
さ
れ
て
お
り
（『
杉
並
第
二

小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
昭
和
六
十
年
三
月　

十
四
頁
）、
関
香
園
の
開
園

も
新
道
開
設
の
頃
ま
で
遡
る
の
で
は
な
い
か
。

（
22
）『
新
宿
文
化
絵
図
』
新
宿
区
地
域
文
化
部
文
化
国
際
課　

平
成
十
九
年
三
月　

一

五
七
頁

（
23
）
加
藤
盛
慶
『
東
京
淀
橋
誌
考
』
第
十
六
章
第
三
部
史
蹟
名
勝　

武
蔵
郷
土
史
料
學

會　

昭
和
六
年
八
月　

四
八
八
頁

（
24
）
成
城
山
耕
雲
寺
Ｈ
Ｐ　

kouunji.orjp.origin/01.origin.htm
l

（
25
）「
御
府
内
沿
革
図
書
」『
地
図
で
見
る
新
宿
区
の
移
り
変
わ
り
─
淀
橋
・
大
久
保

─
』
新
宿
区
教
育
委
員
会　

昭
和
五
十
九
年
三
月　

百
頁

（
26
）『
中
野
町
誌
』
第
十
六
章
第
三
節
名
所
舊
蹟
「
象
山
望
岳
賦
碑
」
中
野
町
教
育
会　

昭
和
八
年
十
二
月　

五
百
一
頁

（
27
）
山
下
前
掲
註
７　

十
頁

（
28
）
山
下
重
民
『
雑
纂
』
２
冊
目
／
３
冊　

後
ろ
よ
り
１
９
丁　

国
会
図
書
館　

Ｗ
４

７
３　

１
４

（
29
）
山
下
前
掲
註
７　

四
十
三
頁

（
30
）
降
幡
浩
樹
「
佐
久
間
象
山
の
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
─
佐
久
間
家
法
要
帳
の
分
析
を

中
心
に
─
」『
松
代
』
二
五
号　

長
野
市
教
育
委
員
会
文
化
課　

平
成
二
十
四
年

三
月　

二
十
二
～
三
十
頁
。
因
み
に
こ
の
論
文
に
於
い
て
も
「
東
京
富
士
見
台
に

『
望
岳
賦
』
の
碑
建
つ
」
と
し
て
い
る
。

（
31
）
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
戸
籍
課
簿
書
類
纂
・
第
６
套
区
戸
長
伺
戸
籍
法
並
戸
長
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触
頭
等
手
当
金
受
取
証
印
及
雑
留
」
に
未
（
明
治
四
）
年
十
一
月
廿
二
日
か
ら
壬

申
（
同
五
）
年
四
月
七
日
ま
で
第
三
大
区
九
～
十
二
小
区
の
副
区
長
を
任
命
さ

れ
、
そ
の
書
類
に
「
四
谷
表
大
番
町
」
と
あ
る
。

（
32
）
山
下
重
一
『
風
俗
画
報
・
山
下
重
民
文
集
』
青
蛙
房　

平
成
二
年
十
二
月　

三
十

二
頁

（
33
）
森
泰
樹
『
杉
並
歴
史
探
訪
』「
二
十
九
、
蚕
糸
試
験
場
の
話
」
昭
和
五
十
年
九
月　

杉
並
郷
土
史
会　

二
二
七
～
二
九
頁

（
34
）
原
本
と
や
や
記
述
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
所

蔵
「
森
泰
樹
寄
贈
資
料
」（
五
─
「
参
考
資
料
・
小
冊
子
集
」
─
農
水
省
蚕
糸
試

験
所
「
要
覧
」）
の
『
蚕
友
文
化
』
コ
ピ
ー
よ
り
引
用
。（
こ
の
コ
ピ
ー
に
は
刊
記

が
な
い
が
、
欄
外
に
「1969.5.5
記
」
と
コ
ピ
ー
以
前
の
メ
モ
書
き
あ
り
）
三
十

四
～
五
頁

（
35
）
保
科
前
掲
註
34
、
二
十
八
頁
。
な
お
、
關
口
兵
藏
は
明
治
四
十
三
年
に
亡
く
な
っ

て
お
り
、
正
治
は
跡
継
ぎ
。

（
36
）
保
科
前
掲
註
34
、
三
十
八
頁

（
37
）『
天
羅
山
眞
盛
寺
』（
無
刊
記
）「
弁
天
堂
と
新
鏡
が
池
」
に
「
新
鏡
が
池
は
昭
和

五
年
（
一
九
三
〇
）、
二
十
世
教
圓
上
人
が
風
致
林
と
し
て
淺
田
氏
よ
り
譲
り
受

け
て
…
」（
三
十
頁
）
と
あ
り
、こ
の
時
に
高
円
寺
へ
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
38
）
山
下
前
掲
註
７　

十
頁

（
39
））『
新
修
杉
並
区
史
』
下
巻
、
第
七
編
、
第
二
章　

昭
和
五
十
七
年　

一
二
三
三
頁

（
40
）
同
一
二
三
四
～
五
六
頁

（
41
）
同
一
二
五
八
～
六
一
頁

（
42
）
上
申
書
の
新
村
名
は
「
和
田
村
」
の
ま
ま
で
あ
り
、
一
月
十
一
日
付
の
上
申
書
添

付
書
類
は
「
和
田
村
」
を
「
和
田
堀
内
村
」
と
朱
書
き
訂
正
し
て
い
る
と
い
う
。

（『
新
修
杉
並
区
史
』
下
巻　

一
二
六
三
～
四
頁
）

（
43
）
森
前
掲
註
１　

九
六
～
七
頁

（
44
）「
森
泰
樹
寄
贈
資
料
」
五
─
「
参
考
資
料
小
冊
子
」「
明
治
二
十
二
年　

東
京
府
東

多
摩
郡
和
田
堀
之
内
村
村
名
文
書
綴　

横
尾
基
三
郎
写
」
よ
り
追
記
。
横
尾
基
三

郎
は
和
田
村
会
議
員
で
、
嘆
願
書
な
ど
に
も
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
過
程
で

写
し
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
45
）
な
お
、
新
道
の
開
通
に
つ
い
て
、
森
は
そ
の
続
き
の
文
章
で
「
し
か
し
、
参
詣
人

の
便
利
が
重
視
さ
れ
て
開
道
許
可
が
下
り
、
三
十
六
年
に
新
道
が
完
成
し
ま
し

た
」
と
し
て
い
る
。

（
46
）「
道
路
変
換
願
」
關
口
兵
藏
外
六
名
（
六
百
分
ノ
一
「
新
道
開
設
之
圖
」
付
、
明

治
二
十
二
年
四
月
十
一
日
付
郡
長
進
達
、
同
四
月
十
三
日
付
東
京
府
土
木
部
長
受

理　

東
京
都
公
文
書
館617.c8.10

）
な
お
、
こ
の
文
書
の
末
尾
に
和
田
村
外
三

ケ
村
戸
長
と
し
て
横
尾
八
右
衛
門
が
奥
書
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
先
の
否
許
願

が
村
の
一
部
の
意
見
だ
っ
た
の
か
、
上
申
文
書
の
手
続
き
上
拒
否
で
き
な
い
為
な

の
か
は
不
明
。

（
47
）
甲
武
鉄
道
は
当
初
甲
州
街
道
沿
い
に
敷
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
沿
線
住
民

の
反
対
に
あ
い
、
居
住
者
の
少
な
い
現
在
地
に
敷
設
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
48
）「
望
岳
賦
碑
」
が
こ
の
地
に
建
立
さ
れ
た
と
す
る
と
、
村
上
と
關
口
と
の
関
係
、

あ
る
い
は
村
上
の
宗
旨
な
ど
解
明
す
べ
き
問
題
は
残
る
。

（
49
）
角
田
茂
「
江
戸
時
代
の
妙
法
寺
参
詣
道
改
修
に
つ
い
て
」『
中
野
区
立
歴
史
民
俗

資
料
館　

研
究
紀
要
』
Ⅰ　

中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

平
成
四
年
三
月　

六

九
～
七
九
頁
。
な
お
、
鍋
屋
横
丁
か
ら
の
参
詣
道
が
確
立
す
る
以
前
の
道
は
、

「
淀
橋
を
渡
っ
た
す
ぐ
西
の
地
点
か
ら
、
本
郷
村
と
中
野
村
の
村
境
を
た
ど
る
道

が
旧
来
の
参
詣
道
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）
鍋
屋
横
丁
に
は
以
前
「
妙
法
寺
道
」
と
刻
ま
れ
た
「
安
政
八
己
亥
載
（
一
七
七

九
）
三
月
日
」
建
立
の
大
石
標
が
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
現
在
は
妙
法
寺
山
門
前

に
移
さ
れ
て
い
る
が
、
二
、
五
ｍ
あ
り
、
道
路
普
請
と
石
塔
の
建
立
と
い
う
似
た

構
図
と
な
っ
て
い
る
。

（
51
）
文
政
十
二
年
三
月
二
十
一
日
の
文
政
の
大
火
の
こ
と
か

（
52
）「
天
保
二
年
辛
卯
九
月
ゟ
開
帳
願
控
書
」『
堀
之
内
妙
法
寺
史
料
』
昭
和
四
十
九
年

六
月　

日
円
山
妙
法
寺　

一
七
二
～
三
頁

（
53
）
角
田
前
掲
註
48　

七
九
頁
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参詣道と妙法寺関係図
（一万分一地形図「中野」　陸軍参謀本部陸地測量部　明治 42 年測図に加筆）

池畔に立つ記念碑記号（「宗延寺」右）
（一万分一地形図「中野」　陸軍参謀本部陸地測量部　大正 6 年発行（部分））

新
参
詣
道

妙
法
寺

近世参詣道

青梅街道
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新参詣道脇に立つ記念碑記号（Ｙ字路右）
一万分一地形図「中野」　陸軍参謀本部陸地測量部　明治 42 年測図（部分）


